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設計理念
VerSys股関節システムセメント固定型ステム

は、大腿骨ステムの最適な設置と固定が可能である

という特徴を有する。共通のラスプシステムを用い

ることによって三種類のセメント固定型ステムのい

ずれをも挿入できる骨母床の準備が可能である。

VerSys Heritageステムデザインはラスプ形状に

対応しており、全周で少なくとも１mmのセメント層を

形成できるように設計されている。VerSys Heritageの

横断面形状は長方形であり、AP面が平行なオリジ

ナルのポリッシュ型チャンレイフラットバックステ

ムに類似している。オリジナルのチャンレイフラッ

トバックステムとの唯一の違いは遠位端に施された

テーパーデザインである。このテーパーは、遠位部

セメント層に対する歪みを低減する効果が期待され

ている。ポリッシュ加工を施した表面は、オステオ

ライシスの原因となるセメント摩耗粉の発生を抑制

できると考えられている。

術前計画
インプラントを成功させる鍵となるのは、正確な

術前計画である。効果的な術前計画によって、術者

はあらかじめ手術中に発生しうる事態を予測し、最

も正確かつ安全な方法で関節の再建を行うことがで

きる。総合的な目的は以下の通りである。

１．適切なレベルで大腿骨頸部の骨切りを行う

ことによる脚長の決定。

２．適切な外転筋の緊張と大腿骨オフセットの

確立。

３．インプラントサイズと設置位置の予想。

４．インプラントを中心設置するための大転子

基部切除量の決定。

術前計画の総合的な目的は、解剖学的なパラメー

ターを集めることによって、術中における大腿骨イ

ンプラントの正確な設置を可能にすることである。

大腿骨テンプレーティングでは、レントゲン写真

の倍率はX線源からフィルムまでの距離と大腿骨か

らフィルムまでの距離に依存する。このため、

VerSys Heritage用テンプレートは、一般的な

10％の拡大率を使用している。これはほとんどの臨

床X線像の平均的な拡大率である。大柄の患者や肥

満した患者では、骨構造がフィルム表面から遠くな

るため、拡大率が10％以上になることがある。X線

フィルムの拡大率を決定するには、大腿骨にあたる

部位に標準マーカーを置いた後、撮影するとよい。

A／PX線上に寛骨臼テンプレートを設置して寛

骨臼の回転中心を決定する。インプラントの中心線

が大腿骨髄腔の解剖学的中心に設置できるように大

腿骨テンプレートをA／PX線上に重ねる。つぎ

に、＋3.5mmと刻印された骨頭回転中心が寛骨臼カ

ップの回転中心に重なり合うように、テンプレート

を上下に動かす（図1）。これによって結果的に脚長

の不一致を補正する。

図1
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反対側の股関節が正常であるならば、小転子から

その回転中心までの距離を再建する際に術前健側X

線を参考に用いてもよい。ラスププロファイルが大

腿骨内膜皮質まで満たすように適切なサイズのステ

ムを選択する。

大腿骨ステムテンプレートは、6種類のインプラ

ント（サイズ12～17）使用できる。各種ネック長、

オフセットの組み合わせに対する骨頭中心を、－

3 . 5mm～＋ 10 . 5mmまで 3 . 5mm単位で示す。

（22mmの場合は、－2mm～＋10.5mm）骨切りレ

ベルを決定するために＋0mmを使用することによ

って、術者は金属スカート付きフェモラルヘッドを

用いることなく、3.5mm短い－3.5mmか、3.5mm

長い＋3.5mmのヘッドを選択できる。さらに長さが

必要な場合、＋7mm、＋10.5mmのヘッドを用いる

ことができる。ただし、この長さのヘッドは金属ス

カートを有する。このスカートは、人工股関節可動

域を低減し、亜脱臼、脱臼、および長期的緩みの危

険性を増大するインピンジメント（衝突）の原因と

なるおそれがある。

VerSys Heritageセメントステムは鍛造コバル

トクロムでできている。この合金は高強度を有する

ので、ステムネック部をリデュースド加工すること

が可能である。この加工は人工股関節の可動域を最

大にすることができる。

手術手技
皮切

人工股関節形成術においては、様々な方法を用い

て大腿骨の展開を行うことができる。postero-

lateral,anterior（straight）lateral，あるいは

transtrochantericなど、どの方法を用いてもVer-

Sys Heritageセメントインプラントは容易に挿入

できる。

これらの方法のいずれに対しても、手術台の患者

を正側臥位にする。この位置は正確に決定し、確実

に保持する必要がある。骨盤のランドマークと同様

に臼蓋コンポーネントの方向はこの位置を基準に決

定するからである。対股関節と膝関節を約45°屈曲

させ、下肢に十分パッドを当て、手術台に固定する。

下肢長の測定

股関節を脱臼させる前に目印を付け、計測を行う

ことによって再建後の脚長とオフセットの比較が可

能になり、術前計画で立てた目標を達成することに

役立つ。脚長の測定法は数種ある。一つの方法は、

腸骨翼に一本のピンを置き、もう一本のピンを最初

のピンに平行に大転子に置くという方法である。つ

ぎに、二本のピン間の距離を測定する。インプラン

トを挿入後、脚長、オフセットの再現を容易にする

ために、股関節をニュートラルポジションにしてこ

の測定を行う。近位ピンをそのままの位置で残し、

大転子ピンを除去する。このとき、電気メス等を用

いてピン部位を刻印しておくとよい。
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大腿骨頸部の骨切り

大腿骨頭を脱臼させ、大腿骨上部をよく見えるよ

うにする。VerSys Heritageの骨切りガイドを、

術式によって大腿骨前方または後方に置く（図2）。

術前計画に基づき、小転子の上境界のあらかじめ決

定した距離にガイドを置く。ガイドの縦軸は大腿骨

の縦軸に平行でなければならない。

VerSys Heritageのステムカラー角度は縦軸に

対して50°であり、その他のVerSysシステムの角

度は60°なので、VerSys Heritageステム専用

の骨切りガイドを使用する必要がある（図3）。骨切

りガイドの孔は、＋0mm骨頭の中心に位置する。

小転子から生体の大腿骨頭回転中心までの距離を

スケールを用いて測定する。大転子の先端は

“STD”（スタンダード）と書かれた刻印に一致さ

せる。

図2

図3

50°

大腿骨の長軸
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50°の骨切りを正確に再現するための位置を決定

するその他の方法として、VerSys Heritageカル

カートライアルとラスプおよびヘッドトライアルの

組み合わせを使用する方法がある。この組み立てて

できたステムトライアルを上部大腿骨上に置き、骨

切り線を決定する（図4）。大腿骨の長軸に対する骨

切り角度は50°でなければならないことに注意して

ほしい。ボーンソーを用いて、大腿骨頸部の骨切り

を行う。

大腿骨の処理

骨棘、特に術後の屈曲を制限する可能性のある前

部骨棘を除去したあとで、ボックスオステオトーム

又は、大転子リーマーを用いて大転子内側部分と大

腿骨頸部外側を切除する。通常、ボックスオステオ

トームの鋭利部分を梨状筋窩に掛ける（図5）。皮質

骨の除去後、テーパーリーマーを挿入して髄腔を開

口する（図6）。 図4

図5
図6
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前方および外側方向に穴を広げながら大腿骨髄腔の

中心を確認する。大転子リーマーを用いて大転子側の

骨を十分に切削すれば、ラスプをニュートラルな内外

反アラインメントに設置することができる（図7）。

VerSysシステムラスプを使用して、VerSys Heritage

セメントインプラント設置のため髄腔を形成する。

セメントタイプの手技において、LM用ラスプまた

はE-Taper用ラスプを使用してはならない。これ

らのラスプには、識別を容易にするためトラニオン

の近くに“LM”または“ET”という文字が刻まれ

ている。VerSys Heritageでは先端にチップを装

着する必要はないので、ラスプ先端部分はそのまま

の状態で使用できる（図8）。

ラスプを髄腔に打ち込む際には、ラスプを約15°

前捻させる。このラスプの前捻は生体の前捻に合わ

せるため、股関節の安定性を増大できる。生体の大

腿骨頸部が過剰に前捻しているならば、ラスプの後

面が実際に後部皮質に接触することもある。

テンプレーティング時に選択したサイズよりも1

～2サイズ小さいラスプから始める。ハンマーを用

いて適度な力で叩くことで、ラスプを徐々に進める

必要がある（図9）。適切な抵抗が得られ、皮質内骨

膜を満たすまでラスプサイズを大きくして大腿骨髄

腔を形成する。ラスプが3～4mm骨切りラインより

沈み込んだことが確認できたならば、次のサイズに

移行するに十分な余地が髄腔にあると判断できる。

最終ラスプを骨切りラインまで進めることで、ラス

プと同サイズのステムを使用した場合にステム全周

に少なくとも1mmのセメント層が確保されるよう

に設計されている（図10）。たまたま髄腔が細く体

重の重い患者に対しては13mm以上のサイズのステ

ムに適合するよう髄腔を拡張することが望ましい。

活動的で体重の重い患者にサイズ11mmや12mmを

使用してはならない。

図7

図8

図9

図10
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カルカーリーミング

（VerSys Heritageには必要ない）

VerSys Heritageステムは、カラーを有しない

ので、カルカーリーミングは、VerSys Heritage

システムでは必要なく、望ましくもない。髄腔に対

するステム挿入は、最小カラーが骨切りラインまで

達することで完了する。カルカー部にカラーをかけ

ないよう注意する。

仮整復

カルカートライアルはVerSys Heritage用に特

別に開発されており、50°の骨切り角度を再現でき

るように設計されている。カルカートライアルと適

切な長さのヘッドトライアルを合わせて、関節の安

定性、脚長、および可動域を決定するために仮整復

を行う（図11）。フェモラルヘッドの中心と大転子

との間の関係を観察して術前計画で得られた計測値

どおり再建できているかを確認する。このとき、軟

部組織の緊張状態に注意する。小転子上部境界から

ヘッドトライアル中心まで、または、腸骨内に置い

たスタイマンピンから大転子内のスタイマンピンの

距離を測定する。骨の切断面を基準にしてカラーの

位置を刻印し、ステム挿入時にこの位置を再現でき

るようにする。このカルカートライアルは、実際の

ステムのカルカー部分を再現している。

VerSys Heritageシステムカルカートライアル

は、識別を容易にするため“CEM”と印が付いて

いる（サイズ12および13、サイズ14および15、サイ

ズ16および17用）。

髄腔のサイズ決定と処理

パルス洗浄法を用いて大腿骨髄腔を清浄にし、完

全に乾燥させる。ステム先端の1.5～2cm下にボー

ンプラグを設置する。ステム遠位部を正しく設置す

るため、ディスタルセントラライザーを使用する。

IMサイザーを使用することで、髄腔径に適切なデ

ィスタルセントラライザー直径を選択できる。この

IMサイザーはVerSys共通の器械である。また、こ

のIMサイザーには、各ステムサイズに対する内側

カルカーからディスタルセントラライザーまでの深

さを知るために5mm間隔の刻印がある。たとえば、

最初の刻印はディスタルセントラライザーがカルカ

ー部分から12.5mmに位置にあることを示している。

このIMサイザーは、ステム長よりも約1cm遠位の

深さまで容易に通過できなければならない（図12）。

ステムの遠位端まで達した部位で適合する最大径の

IMサイザーと同じサイズのディスタルセントララ

イザーを選ぶ。

ディスタルセントラライザーのコア径は、若干テ

ーパーデザインとなっている。テーパーデザインが

遠位部へ向くようにステムに装着する。ディスタル

セントラライザーをステムに装着する前に、ステム

遠位端に少量のセメントを付けるかセントラライザ

ーのテーパー付の孔をセメントで満たす。これによ

って、ステムとディスタルセントラライザーの固着

を促進し、この界面での気泡の混入を防止できる

（図13）。ディスタルセントラライザーが最終位置に

収まるまで、ステム先端にあるセントラライザーを

最小限の力で押し進める。セントラライザーをねじ

ったり、ステムに対して押しつける必要はない。

図11

図12
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プロキシマルスリーブセントラライザーの使用

（オプション）

必要に応じてVerSys Heritageステム用に設計

したU字状のPMMA製プロキシマルスリーブセン

トラライザーを用意することができる。このプロキ

シマルスリーブセントラライザーは、最小カラーに

接しながらステムの内側近位面に対して適合するよ

うに設計されている（図14）。パン生地状の粘度の

セメントをステムの近位面に塗り、ディスタルセン

トラライザーを設置すると同時にこれも装着する。

これらのセントラライザーを装着しているあいだ、

ステム部の清浄状態を保つように保護していなけれ

ばならない。髄腔内に設置するまで、ステムのポリ

ッシュ表面の汚損をさけるため、ステムが梱包され

ていたビニール袋で保護する（図15）。

図13

図14

図15

＊ こ れ は 遠 位 部 セ ン ト ラ ラ イ ザ ー 部 分 の 、 そ れ ぞ れ の ラ ス プ に 

よ っ て 形 成 さ れ る 髄 腔 の お よ そ の サ イ ズ で あ る 。 

＊ す べ て 内 側 カ ル カ ー 部 か ら の 計 測 。 

ラ ス プ サ イ ズ ラ ス プ に よ る 髄 腔 の お よ そ の サ イ ズ ＊ 

１ ２ １ ０ mm

１ ３ １ １ mm

１ ４ １ ２ mm

１ ５ １ ３ mm

１ ６ １ ４ mm

１ ７ １ ５ mm

ス テ ム サ イ ズ ス テ ム 長 さ セ メ ン ト プ ラ グ 挿 入 の 深 さ ＊ 

１ ２ １ ２ ５ mm １ ４ ５ mm

１ ３ １ ３ ０ mm １ ５ ０ mm

１ ４ １ ３ ５ mm １ ５ ５ mm

１ ５ １ ４ ０ mm １ ６ ０ mm

１ ６ １ ４ ５ mm １ ６ ５ mm

１ ７ １ ５ ０ mm １ ７ ０ mm
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セメントの注入とステムの挿入

あらかじめプラグを設置した大腿骨髄腔をパルス

洗浄し完全に乾燥させる。セメントが適度な粘度に

なった段階で、セメントを髄腔に注入し、その後適

切な圧力をかける（図16）。

12／14頸部テーパーが清浄で乾燥状態であること

をチェックし、その状態を維持する。骨頭ネックを

少しねじりながらテーパー部にまっすぐに装着す

る。つぎに、マレットハンマーを用いてヘッドに一

回インパクトを加える。手で固定性を確認する。万

が一フェモラルヘッドがステムテーパー部に装着が

困難な場合、テーパー部分に油性の汚れが付着して

いる可能性があるので、消毒用エタノールをしみ込

ませたガーゼにて、テーパー部をふきとった後再度

同様の手順にて、フェモラルヘッドをステムテーパ

ー部に固定する。

ステムの挿入時、ステム軸は大腿骨軸に平行でな

ければならない。VerSys Heritageはポリッシュ

ステムなので抜去穴は不要である。なぜなら最小型

カラーを逆方向に叩くことによってセメントから容

易に除去できるからである。

図16
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ステム挿入器を用いてカルカー部より1cm手前ま

でステムを挿入する（図17）。つぎに、余剰のセメ

ントを除去し、トライアル時に刻印したカルカー位

置に最小型カラーが重なるように注意してステムの

挿入を行う（図18）。

注意：ヘッドを取り付けたインプラントを挿入する

際、ステムドライバーを使ってハンマーで打

ち込むと、フェモラルヘッドが弛む場合があ

る。

インプラントを設置した後、ヘッドの固定性

を徒手にて再確認する。

フェモラルヘッド打ち込み器とハンマーで一

度強く叩き、フェモラルヘッドを確実にテー

パーに設置する。

ステム挿入後、フェモラルヘッドインパクターを

使用してセメント硬化まで保持する。セメントが完

全硬化するまで、余分な回旋力等を加えることは避

ける。

最小型カラーは、皮質部分に接触することがある

が、このカラーは、カルカー部分に応力伝達すると

いう目的はない。

セメントが完全硬化した後で、可動域、安定性、

脚長等を含めた軟部組織の緊張を最終的に確認す

る。最後に手術創を縫合しすみやかに閉鎖する。

図17

図18
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VerSys Heritage CDH
ステム使用上の注意
・VerSys Heritage CDHステムは、サイズ10mm

を標準、9mmをオプションとして設定しています。

・VerSys 12/14骨頭ネックの+10.5mmは使用し

ないでください。

手術手技
大腿骨頸部の骨切り

VerSys Heritage CDHステム専用骨切りガイ

ドの長軸を大腿骨の長軸に沿って設置し、術前に計

画した骨切りレベルに合わせて高さを調節する。

外側のスロットを大転子頂部に合わせると、

+0mmの骨頭中心を再現することができる。

※この骨切りガイドは、サイズ10mmのステムの使

用を前提に設計されている。

骨切りラインに沿ってメチレンブルーなどで印を

付け、骨切りを行う。

サイズ：10mm

サイズ：9mm
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大腿骨髄腔の処理

ボックスオステオトームなどを用いて大腿骨近位

部を開窓した後、スターターオウルを使用して大腿

骨髄腔の位置設定と開口を行う。

ステムの内反設置を防ぐため、大転子リーマーを

使用して大転子内側の骨を適宜切除する。

VerSys Heritage CDHステム専用8mmスター

ターラスプを使用して、大腿骨のラスピングを開始

する。ステムの前捻は、20ﾟ以上付けるべきではな

いとされている。

上述のスターターラスプも含め、VerSys

Heritage CDHステムには３サイズのラスプがあ

る。大腿骨近位髄腔が占拠され、適切な抵抗が得ら

れるまで、順次ラスプのサイズを上げながらラスピ

ングを進める。
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試験整復

VerSys IMサイザーを使用して、ボーンプラグ

とディスタルセントラライザーのサイズを決定す

る。最後に使用したラスプと同サイズのステムトラ

イアルに、適切なサイズのディスタルセントラライ

ザートライアルと骨頭ネックトライアルをしっかり

取り付け、試験整復を行う。

ディスタルセントラライザーの使用（オプション）

ディスタルセントラライザーを使用する場合は、

ステム遠位端にセメントを薄く塗布するか、セント

ラライザーの穴の中をセメントで満たすかして、セ

ントラライザーとステムとを接続する。セントララ

イザーとステムを圧着させる必要はない。

・VerSys 12/14骨頭ネックの+10.5mmは使用し

ないでください。

ステムインプラントに、試験整復で決定した長さ

の骨頭ネックインプラントを装着し、マレットで１

回叩いて固定する。

インプラントは、梱包されていたビニール袋など

で挿入の直前まで保護しておく。
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セメント挿入とステムの設置

ボーンプラグを型の如く設置し、髄腔内を充分に

洗浄・止血・乾燥しておく。

ボーンセメントを髄腔内に逆行性に注入する。セ

メントが適切な粘度に達したら、設置アライメント

に充分注意しながらステムインプラントを徒手的に

挿入する。セメントが完全に重合するまで、骨頭ネ

ック打ち込み器などを用いてステムを保持してお

く。

セメントが完全に硬化したら整復し、可動域・安

定性・脚長・軟部組織の緊張度などを確認する。閉

鎖式ドレーンを留置し、創毎に閉創する。
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カタログNo.

医療機器承認番号 20900BZY00280000：VerSys 人工股関節システム 

※サイズ16、17はオプションサイズです。　 

 
 

ステムサイズ 
（mm） 

 
A 

ステム長 
（mm） 

B 
オフセット 
（mm） 

C 
ネック長 
（mm） 

 
 

セメント層 
（mm） 

33 36 38 41 43

36 39 41 44 46

36 39 41 44 46

39 42 44 47 49

39 42 44 47 49

42 45 47 50 52

42 45 47 50 52

26 30 33 37 40

28 32 35 39 42

28 32 35 39 42

33 36 40 43 47

33 36 40 43 47

37 40 44 47 51

37 40 44 47 51

-3.5 0 +3.5 +7 +10.5 -3.5 0 +3.5 +7 +10.5

00-7857-009-00

00-7857-010-00
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カタログNo.

医療機器承認番号 21400BZY00390000：VerSys ヘリテージステム 

 
 

ステムサイズ 
（mm） 

 
A 

ステム長 
（mm） 

B 
オフセット 
（mm） 

C 
ネック長 
（mm） 

 
 

セメント層 
（mm） 

25 28 31 34 -

32 35 38 41 -

28 31 35 38 -

28 31 35 38 -

-3.5 0 +3.5 +7 - -3.5 0 +3.5 +7 -

00-7859-009-00

00-7859-010-00

00-7859-011-00

00-7859-012-00

00-7859-013-00

00-7859-014-00

00-7859-015-00

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

ディスタルセントラライザー 

9mm

10mm

11mm

12mm

13mm

14mm

15mm

カタログNo.

医療機器承認番号 20100BZY00712000：プレコートタイプ人工股関節ステム 

※上記サイズ以外は弊社営業担当者にお問い合わせ下さい。 

品　名 サイズ アーレン ボーン プラグキット 

医療機器承認番号 21400BZY00166000：アーレンボーンプラグキット 

この製品につきましては、弊社営業担当者にお問い合わせ下さい。 

A A

B

C

B

C

 

※CDHステムは、10.5mmは使用できません 


